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日 本 産 倍 足 類 及 び 万 足 類 の 分 類 学 的 研究 12. オビ ヤス デ 司 の 3 新種 
三好 保 徳 (愛媛 松山 北 高等 学校 
昭和 29 年 9 月 21 日 Z 


1. Fpanerchodus tubakisanus sp. nov (イン イオ ビ マ ヤマ ス デ ) Abb. 1. 

LEKER 11mm, 幅 1.4mm, 路 体 長 約 (oun, 幅 1.8mn. 体 色 共 に 汚れ た 赤 裾 多 は 暗 礼 色 。 BAJ SE 
STE MAARE E 7 p EEEEEE n 5:4, 10: 7, 19: 11。 
第 7 DA Sinneskuppcl は 著しく 発達 し て に る (Abb. l, Ab と の と と は Sinneskuppel が 洞窟 性 の も 
の に て のみ 発 立 する と ぃ 5 Verhoef 氏 の 説 が 正しく な に こと GER で ある よう に 思う 。 SIT HET 
頭 部 より は る か に 幅 せ まく 閣 医 起 は 不明 峡 で 3 剛毛 列 あり 。 第 2 ARRAL VEL く 広 く 頭 幅 に 近い 
彰 話 起 は や ょ 明らか で 第 3 以後 第 19 Ht CH Aa は 長 さ が 幅 よ り 少 し 大 , MEAE ALS 
に 近い 指 状 局 起 と は 目立つ 。 BIR E Bän. B 6 或 は 第 7 Di, Hinterzipfcl が 発達 し て に 
る が し か し 皆 徴 小 で ある 。 胸板 に は 短い 毛 が 密 邊 し 十字 溝 あ り 。 雄 の 体 前 方 部 歩 朋 は 訪 大 し て いる か 
Kugelborste は 極め て 小形 上 L 前 能 節 の 背面 は 著しく 円 形 に 膨 出 し て に る 。 雄 第 < AER Ent は eer EST 
Sr, ën, や ゝ 隆起 し て いる Genital6fnung が ある 。 第 19 Hinterzipfel は 極小 (Abb. 1, Bi, 

生殖 本 の 基 節 は 大 形 。 前 旧 節 な は 短い 較 毛 多 し 。 妥 節 基部 外側 に 数 本 の 長 了 剛毛 あり 。 Endomerit RAH 
AUE TOoRRRECNERD DRAA Lo Clivus は 小形 。 RHA EiL pA RC RIR CEE L 
て 指 状 に 和 失 る 枝 あ り 。 婦中 央 内 側 に も 小 突 起 あり 。 3 bR EE d T ahto (Abb. l, C-H), 
この 生殖 肢 の 形 , 及び 触角 の 形態 は 本 種 を 司馬 の 他 種 か ら 明 ら か に 区 別 す る 特徴 と な る - Holotype は 体長 


Abb. 1. Epanerchodus tubakisanus sp. nov. 8 A: Antenne RB: Körperhinterende. 
C-H: Gonopoden. 
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Ilum f, Ailotype は 体長 13mm offto tic HARHCHE 11 A EEN ei 
2ttdk ër Ekime (ër ER A boa) ott 1953 年 + 月 12 日 三好 採集 


ra 


2, Epanerchodus yosiianus sp. nov. (ヨン イオ ビ ギ ニ スニ デ ) Abb. 2. 


EILER) 26mm, {RiR 3.8mm, HERRE 30min, RIA 3.9mm, RME b LiL の で 真 洞 蜜 性 の 種 
で は な く 体 色 は 柱 裾 又 は 汚 視 色 。 頭 部 に は 短 毛 粗 に 生じ 量 角 は 洞窟 型 に 近い 。 鍵 板 は 頭 幅 と その 幅 路 々 等 し 


>。 移 強 起 を くそ の 往 置 に 徴 中 頸 料 あ り て それ を 障 手 あり 。 MECA 1 つの 後 鍵 路 あり 。 第 3 PRAE, 
頸 板 エ り 少し 幅広 く 導 問 起 を し 。 側 死 は 大 い K 発 達し , MECHEL St8bchen あり 。 第 3 第 4 背 板 も 幅 
広く , 体 の 前 方 部 の 側 失 は や ょ > 背 方 へ 反 つ て いる 。 後方 の 側 少 に な る と 水平 に 突出 し 編 も 竹 小 で Stäbchen 
bAt, 第 19 Hinterzipfel は Telon の 中 央 へ ~ は 達し な に 。 Sitt Hinterzipfej は 第 7 又は 第 8 E 
板 に 至 つ て や ょ ヽ 認め られ る よら に な る が 著しく は な い 。 ECA A 3 Glo RCD D AFLAR 
arbin EEE.. REDES A Aë EL d AEA. E gl ui gert er LE Sr IO 
allen He DH LES, 9 剛毛 密 生 。 

生玉 寺 の 基 節 著 大 , 角 状 突起 は むし ろ 小 形 。 節 節 部 の 後面 は 広く RREH, Endomerit は 大 形 角 状 で 
中 央 部 に 1 枝 あ り 。 有 員 節 は 細長 く 単 純 に 曲 る 。 ME bA CREL T TIRE . 後 衣 師 部 は 強力 に 先 へ 
庫 つ て 突出 し て いる 。 AHD り 。 近似 の E. sancutus に 比べ る LERI WEE <, 第 19 Hinterzipfel か 
大 , 歩 肢 が 華 奏 で 細長 (Abb. 2, do Endomnerit 大 形 。 等 の 点 で 全く 異な る 。 Holotype は 体長 26inin の 
mg. 吉 地 人 は 京都 府 大 江山 の 鬼 の 窟 。1953 年 8 月 5 日 京都 大 学 吉 草 良三 先生 に ょ つて 採集 きれ を た も の で と 
ゝ に 学名 を さ ょ げ て 感謝 の 意 を も ちら わす 次 第 で ある > 


EI 


Abb. 2. Epanerchodus yosttanus sp. nov. 6 a: Körpervorderende. b: Endglied der 
Antenne. c: 10. Seitenflige]. d: 12. Bein. e: 12. Beim von Epanerchodus san- 


cutus. f, g: Gonopode von aussen und innen. 


(3) 


NII-Electronic Library Service 


The Zoological Society of Japan 


184 EA Du E a 


3. Epanerchodus alcicornis sp. nov. (ツノ オビ ヤス デ ) Abb. 3. 


第 64 巻 ・ 第 6 号 


体 白色 。 ki 12mmm, BS 1.3 mmo DL E 15mm, 幅 1.5mm。 頭 部 大 形 。 真 洞窟 性 の ヤス デ で 角 角 は 


洞窟 型 , 第 7 第 6. 第 5 節 の 長き と 幅 と の 比 は それ ぞ れ 13:9, 2: 


1, 3:1 で ある 。 RE 6, 第 5 節 の 先 問 


痛 面 に ある 剛毛 の 間 に は 短い 特殊 な 感覚 所 群生 す 。 頸 板 は 頭 幅 より は る か に 幅 せ まく 半 円 形 で 後 角 は 角 ば つ 


Abb. 3. Epanerchodus aicicornis sp. nov. る 


b: Antenne. c: 10. Seitenfitigel. d: Körperhinterende. 


Gonopode von innen und aussen. 


a: Körpervorderende. 


e f: 


て いる 。 Bi éi 3 賠 手 列 あ り 。 第 2 背 板 は 頸 板 よ り 少 し 幅広 く 病 附 起 は 不明 瞭 で ある 。 SMEO 
歯 は 大 に に 発達 し Stäbchen あり 。 第 3 第 4 背 板 は 第 2 育 板 と ほ ょ ゞ 同 幅 で ある が 第 5 IRL VENO 
も の は 少し 広く な つて いる 。 各 側 距 は 水平 に 突出 し 各々 幅 よ り 長き が 大 で ある 。 EIER Zeie RER 
著しく 発達 し Stabcben も ある 。 真也 は 俺 綾 よ り 背 保内 方 へ 移動 し て 開く 。 各 背 板 の 韻 疾 起 は 著しく は な い 
が 明らか に 認め られ 各々 了 賠 和 を 具 え を て いら る 。 MELD Langswulst は 著しく は な いら 。 Hinterzipfel は 第 2 
側 叶 よ り は じ ま り 前 角 は 角 ば つて いる 。 殊 に 体 前 方 の 舞 史 で は 著しい 。 雄 の 体 前 方 部 の 歩 肢 rc Kugelborste 


は 少く 殆ど な い 。 胸板 に 十字 藻 あ りや ょ 長い 剛毛 寄生 し て いる 。 


FEROASE AE, 朋 状 突起 は 大 形 で あ る 。 前 斉 節 部 は 剛毛 密生 。Endomnerit は 鋭 失 し , 外 球 る 
ELl FELTo b. BADARE 1 和枝 を 有 し 鹿角 4 状 で ある 。 学名 は この 懇 唄 節 の 形状 を 示す も の で あ 
bo Clivus 付 半 円 形 に 突出 し て いる 。 同属 の 他 種 と の 区 別 点 は , MEROE L l EEL Stäbchen あ 


CGHED 第 63 巻 第 7 号 中 第 10 報 娘 中 の 誤植 


290 E 第 1 行 .…. 伺 体 節 部 は 谷 恨 節 部 の 誤 
ヶ 下 か ら 12 行 .……… ひ Hotype は Holotype の 誤 


H H 
ヶ 下 か ら 9 行 .…… エ ーー は Le の 誤 
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D ERC ET d UE len 第 2 背 板 より Hinterzipfet あり , 第 19 Hinterzipfel は Telon の 中 
央 達せ ず , Clivus AE e ROEA, 外 列 大 等 の 点 に あり 。 Holotype は 体長 12mm ok, 
路地 は 三 宣 県 志摩 郡 五 知 村 クラ タニ の 容 で 吉井 良三 先生 , 今立 及び 柴 内 氏 に よ ょ つて 1953 年 6 月 25 日 探 集 . 
せら れ を た も の で ある と と を 記し て 栄 い 感謝 を さ ょ ば げ ばる 。 

以上 3 新種 の Holetype は 筆者 の 手元 に 保存 し て ある 。 


Résumé 


Beiträge zur Kenntnis japanischer Myriopoden. 12. Aufsatz : 


Über 3 neuc Arten von Epanerchodus (Polydesmidae) 
Yasunori A4ryosr 


Matsuyama Kita Koto-Gakko 


1. Epanerchodus tubakisanus sp. nov. Abb. f. 

Diese neue Art ist characterisiert folgendermassen: Männchen ca limm lang, 1.4mm breit.. 
Weibchen etwas grösser. Farbe beide schmutzigbraun, doch Kopf, Bauche und Beine hell gelbrich- 
Antenne kurz, dick und Sinneskuppel merklick. 2. oder 3.-19. Tergiten zeigen etwas deutliche 
Skulpturen. 19. Hinterzipfel sehr klein. Gonopoden sind merklich wie sie sich in Abb. 1. zeigen. 
Fundort: Tssi-mura, Ehime-ken. Holotype: Männchen, Länge limu. Allotype: Weibchen 13mm 


lang. 


2. Epanerchodus yosiianus sp. nov. Abb. 2. 

Körperlänge: Männchen ca 26mm, Weibchen ca 30mm. Breite: Männchen 3.8 mm, Weibchen 
3.9mm. Farbe beide schmutzigbraun. Skulptur undeutlich, aber vom 7. oder 8. Tergit an etwas 
deutlich. Seitenflügel sehr breit entwickelt. Gonopoden: Wie sie sich in Abb. 2. zeigen, Diese 
neve Art mit Epanerchodus daneus Miyosi nahe verwandt, aber klar unterscheidet sie sich von diesem 
durch die folgenden Diagnosen: 1) Körper grösser und Seitenflügel breiter. 2) Endomerit bewaffnet 
sich mit dem kräftigen Aste am Vorderseite. 3) Der zahnförmige Fortsatz am vorderen Postfemur- 
abschnitte ist sehr kräftig. 4) Kopf ein wenig beborstet. 5) Beine sind schlank. 6) 19. Hinterzipfel 
länger als E. sancutus, dessen Hinterzipfel sehr klein. Holotype: Männchen 26mm lang. Fundort: 


Oevama, Kyoto-Fu. 


3. Epanerchodus alcicornis sp. nov. Abb, 3. 

Diese neue Art ist charakterisiert folgendermassen: Männchen 12mm lang, und Weibchen 15 mn 
lang. Farbe beide weisslich. Kopf gross. Collum schmal und fast halbkreisfGrmig. Seitenflügel schon 
vom 2. Ring an mit spitzen Hinterzipfeln. An der sehr merklich Einkerbung des Seitenrandes je mit 
einem Stäbchen. Felderung der Tergite mässig ausgeprägt und mit Borsten. 19. Hinterzipfel erreicht 
gar nicht die Mitte des Telsons. Die vorderen männlichen Beinpaaren mt einfachen Borsten und 
kaum mit Kugelborsten, Gonopoden: Clivus gut entwickelt und halbkreisförmig. Tibiotarsus ist 
hirschhornartig. Antenne ist cavernicole Form. Holotype: Männchen 12mm lang., Fundort: Kura- 


tanino-Ana, Mie-Ken. 


(11 ) 
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